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１．令和７年度 FD 活動表 
 

日付 
FD支援 
委員会 

学内活動 学外活動・イベント参加 

4月1日(火) 第1回   

4月22日(火) 第2回   

4月23日(水)  第1回 FD/SD研修会  

5月22日(木)   北海道FD･SD協議会 総会 

5月27日(火) 第3回   

6月  前学期 授業コンサルテーション  

6月13日(⾦)   つばさ FD協議会 

7月1日(火) 第4回   

7月〜8月  前学期 授業改善アンケート調査  

7月22日(火) 第5回   

8月21日(木)   北海道FD･SD協議会 FD･SDﾌｫｰﾗﾑ2025 

9月1日(月)  第2回 FD/SD研修会  

9月16日(火) 第6回   

10月28日(火) 第7回   

11月  後学期 授業コンサルテーション  

11月25日(火) 第8回   

12月16日(火) 第9回   

1月〜2月  後学期 授業改善アンケート調査  

1月27日(火) 第10回   

2月13日(⾦)   つばさ 合同成果発表コンテスト 

2月24日(火) 第11回   

3月1〜2日   ⼤学ｺﾝｿｰｼｱﾑ京都 FD･SDﾌｫｰﾗﾑ 

3月4日(水)  第3回 FD/SD研修会  

3月16日(月)  第4回 FD/SD研修会  

3月24日(火) 第12回   

3月下旬  FD活動報告書 発⾏  
本学加盟/協定団体については下記のとおり 

北海道 FD･SD 協議会 https://ctl.high.hokudai.ac.jp/fdsd/ 
FD ネットワーク“つばさ” https://www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/tsubasa/ 
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２．FD 活動取り組み 
 

（１）第１回 FD/SD 研修会 
 

研修会名︓ 初任者研修会 
日時︓ 令和 7 年 4 月 23 日 (水） 10:40〜12:10 

場所︓ ５号棟４階 545 情報スタジオ 

主催︓ FD支援委員会  

進⾏︓ FD 支援委員会委員⻑ 二宮 孝⾏（教育文化学部 教育学科 教授） 

研修内容︓ ① 本学の沿革と⼤学を取り巻く状況 

講師︓教育支援総合センター⻑ 松澤 衛 （教育文化学部 芸術学科） 

 ② 本学の教育課程と授業などについて 
講師︓学習支援オフィス⻑ 新川 貴紀 （教育文化学部 ⼼理カウンセリング学科） 

 ③ 本学 FD 活動について 

講師︓FD 支援オフィス⻑ 二宮 孝⾏ （教育文化学部 教育学科） 
 ④ 障がい学生支援について 

講師︓アクセシビリティ支援室コーディネーター 飯竹 俊明 
（保健センター アクセシビリティ支援室） 

 
参加状況 研修会満⾜度 

 
※欠席者はオンデマンド録画にて視聴  

 

 

  

出席, 7

欠席, 3

⼤変良かっ

た, 6
良かった, 

2

未回答, 

2

⼤変良かった

良かった

あまり満⾜していない

その他

未回答
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（２）第２回 FD/SD 研修会 
 

研修会名︓ 情報セキュリティインシデント事例 

日時︓ 令和 7 年 9 月 1 日(月) 15:00〜16:00  
場所︓ 8 号棟 2 階 822 教室 

主催︓ FD支援委員会／SD 委員会／情報セキュリティ委員会 (共催) 

進⾏︓ FD 支援委員会委員⻑ 二宮 孝⾏（教育文化学部 教育学科 教授） 

講師︓ 外部講師 

研修内容︓ 昨今 AI など便利なサービスが当たり前のように活用できる状況において、「詐

欺メール」や「本物と⾒分けがつかない偽サイト」など「セキュリティの罠」

が一層巧妙化されております。 

 今回研修会では下記観点でご説明いたします。 

・本学教職員において、情報セキュリティの意識レベルを高める 

・「身近なところにセキュリティリスクが潜んでいる」という注意喚起 
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受講者からアンケートを募り、回答いただいた 68 件から、アンケート内容をレポートします。

■受講教職員数

37 30 1

⼤変理解できた まあまあ理解できた あまり理解できなかった ほとんど理解できなかった

２．内容について

３．研修会全体について

受講者アンケートレポート

22
24

36

34
21

(1)自身の専門／現職務に関係深い

(2)この分野に関心がある

(3)幅広い知識／技能を身につけたい

(4)関連する問題／懸念事項が身近にある

(5)学内／短時間で気軽に参加できそうだった

（当てはまるもの複数選択可）１．参加動機について

55 13

⼤変良かった まあまあ良かった あまり良くなかった 良くなかった

所属 受講者数

スポーツ教育学科 10
健康福祉学科 8
教育学科 12
芸術学科 6
心理カウンセリング学科 3
ライフデザイン学科 1
こども学科 10
事務局・役員 41

91受講者合計 ※
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（３）第３回 FD/SD 研修会 
 

研修会名︓ 障害学生支援に関する説明会 

日時︓ 令和８年３月 4 日 (水) 14:50 〜 16:20 
場所︓ 8 号棟 2 階 822 教室 

主催︓ FD支援委員会／保健センター運営委員会／総務課 (共催) 

講師︓ アクセシビリティ支援室コーディネーター 飯竹 俊明 

（保健センター アクセシビリティ支援室） 

進⾏︓ FD 支援委員会委員⻑ 二宮 孝⾏（教育文化学部 教育学科 教授） 

研修内容︓ 障害学生支援に関する内容について、教職員の共通認識を図ります。 

 ・令和７年度報告 

 ・差別について考える 

 ・紛争について考える 

 ・令和８年度の方向性 
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受講者からアンケートを募り、回答いただいた 41 件から、アンケート内容をレポートします。

■受講教職員数

33 8

理解できた まあまあ理解できた あまり理解できなかった

２．内容について

３．研修会全体について

受講者アンケートレポート

17
19

24

15
10

(1)⾃⾝の専⾨／現職務に関係深い

(2)この分野に関⼼がある

(3)幅広い知識／技能を⾝につけたい

(4)関連する問題／懸念事項が⾝近にある

(5)学内／短時間で気軽に参加できそうだった

（当てはまるもの複数選択可）１．参加動機について

39 1 1

良かった まあまあ良かった 少し物⾜りなかった

所属 受講者数

スポーツ教育学科 6
健康福祉学科 7
教育学科 17
芸術学科 8
⼼理カウンセリング学科 5
こども学科 8
職員／役員 37

88受講者合計
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（４）第４回 FD/SD 研修会 
 

研修会名︓ 新ポータルシステム UNIPA 説明会 

日時︓ 令和８年３月 16 日 (月) 13:10 〜 14:40  
場所︓ 8 号棟 2 階 822 教室 

主催︓ FD支援委員会／学習支援委員会 (共催)  

講師︓ 教育支援総合センター⻑ 松澤 衛 （教育文化学部 芸術学科 教授） 

進⾏︓ FD 支援委員会委員⻑ 二宮 孝⾏ （教育文化学部 教育学科 教授） 

研修内容︓ ⼤学事務システム「Campusmate-J」が令和 8 年度から「GAKUEN」に切り

替わることに伴い、本学「ポータルサイト」も「UNIPA（ユニパ）」という新

システムにリニューアルされます。 

 本研修会では UNIPA の主要機能を中⼼に、実際の画面を用いた操作例を紹介

いたします。 

 
 

FD/SD 研修会「第４回」は、当初 FD 年間活動計画に挙がっていなかったが、本学「ポー

タルサイト」のリニューアルに伴い、緊急追加開催された。  
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受講者からアンケートを募り、回答いただいた 52 件から、アンケート内容をレポートします。

■受講教職員数

16 35 1

⼤変理解できた まあまあ理解できた あまり理解できなかった

１．内容について

２．研修会全体について

受講者アンケートレポート

14 137

⼤変良かった まあまあ良かった あまり良くなかった

所属 受講者数
スポーツ教育学科 14
健康福祉学科 12
教育学科 19
芸術学科 9
⼼理カウンセリング学科 6
ライフデザイン学科 1
こども学科 9
職員／役員 29

99受講者合計
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（５）授業コンサルテーション 
 

授業改善の一つの手法として、「中間期に受講生から授業に関する意⾒を収集し、残りの

授業に反映させる」ことを目的に、本学では「授業コンサルテーション」と称して希望教
員に実施いたします。 

・教員は、受講生の声に対する「共感有無」「対応可否／優先度」などを検討 

・教員は⾒解を受講生に報告し、できることから改善に努める 

 

令和７年度はコンサルテーションの申込がなかったため、開催⾒送りとなりました。 
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（１）前学期 大学･短期大学部 授業改善アンケート

令和07年06⽉30⽇ 〜 令和07年08⽉04⽇アンケート調査期間︓
242 授業アンケート実施授業数︓
4,776 人回答学⽣のべ数︓

『ＦＤ』（ファカルティ・ディベロップメント︓授業の内容及び⽅法の改善を図るための組
織的な活動）の一環として、本学では全教員を対象に『授業改善アンケート』を実施するも
のとします。
 授業に関する各種評価項目を『受講⽣観点』で回答いただくもので、教員はアンケートの
評価を活用し、以て、授業改善につなげていただきます。

次ページ以降、質問毎の集計内容をレポートいたします。

※ アンケート実施教員が自由に質問内容を設定できる『オプション質問』については、
  実施教員により質問趣旨が異なり（授業理解関連／受講環境関連／学びと未来像など）、
  集計値の単純⽐較が合理的ではないため、集計対象から除外しております。

アンケートについて

《 実施概要 》
教員各々が開講されている科目のうち、任意な科目をアンケート
対象として選定いただき、授業に関する各種評価項目を受講⽣
に回答いただきます。
専用ウェブサイトから無記名で回答いただきます。

アンケート実施⽅法︓

３．授業アンケート

アンケート実施授業 担当教員所属 アンケート
実施授業数

回答学⽣
のべ数

⽣涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 35 1,003
⽣涯スポーツ学部 健康福祉学科 18 386
教育文化学部 教育学科 59 1,299
教育文化学部 芸術学科 16 167
教育文化学部 ⼼理カウンセリング学科 14 360
短期大学部 こども学科 41 644
非常勤 大学開講分 50 812
非常勤 短大開講分 9 105

242 4,776合計
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【質問】この授業を履修した動機を強い順に３つ選択してください

3285

3054

2652

3140

3525

2994

2796

896

1047

1023

932

731

1158

1362

233

292

561

304

191

286

254

140

175

277

183

109

163

208

222

208

263

217

220

175

156

はい まあまあ どちらとも
あまり いいえ

【質問】下記について５択で回答してください

(ａ) この授業の内容を理解できた

(ｂ) 考え⽅,能⼒,知識,技術等は向上した

(ｃ) 教員に熱意が感じられた

(ｄ) 教え⽅(教授法)が解りやすかった

(ｅ) 教員とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取れ講義理解できた

(ｆ) 教材や提⽰資料など解りやすかった

(ｇ) 総合的にこの授業は良い授業だと思う

本学全体

943

724

818

418

371

427

474

527

1286

820

352

976

1121

2366135301

240

285
186

174

90

62

79

152
4,182

4,369

4,776第1動機

第2動機

第3動機

授業への関⼼
シラバスを読んで
教員に魅⼒
自分に関係が深い
幅広い教養の取得
必修だから
単位が取り易そう
その他

本学全体
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（２）前学期 大学院 授業評価アンケート

2 5 0 0

4 3 0 0

6 1 0 0

設問Ⅱ 今学期の講義・演習の内容や方法は、本専攻として充実していたと感じましたか。

設問Ⅲ 今学期の授業科目は、本専攻についての専門性や幅広い知⾒を得られるものでしたか。

設問Ⅰ 今学期の修士課程を通して、講義・演習へ積極的に取り組めましたか。

■全研究科 回答総計

とても積極的に
取り組めた

  取り組めた あまり
取り組めなかった

全く積極的に
取り組めなかった

とても
充実していた

充実していた あまり
充実していなかった

全く
充実していなかった

とても
得られた

得られた あまり
得られなかった

全く
得られなかった

研究科
１年次

回収／在籍
２年次

回収／在籍

■アンケート対象者数 ※ 在籍者数は令和7年7⽉1⽇時点
３年次

回収／在籍
臨床⼼理学研究科  臨床⼼理学専攻 1 ／ 3 2 ／ 3 －
生涯学習学研究科  生涯学習学専攻 3 ／ 5 1 ／ 7 －
生涯ｽﾎﾟｰﾂ学研究科  生涯ｽﾎﾟｰﾂ学専攻 修士課程 0 ／ 5 0 ／ 9 －
生涯ｽﾎﾟｰﾂ学研究科  生涯ｽﾎﾟｰﾂ学専攻 博士後期課程 0 ／ 1 0 ／ 3 0 ／ 7

以下、回収アンケート 7 枚 を基に集計します。
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（３）後学期 大学･短期大学部 授業改善アンケート

令和07年12⽉10⽇ 〜 令和08年02⽉02⽇アンケート調査期間︓
154 授業アンケート実施授業数︓
3,436 人回答学⽣のべ数︓

『ＦＤ』（ファカルティ・ディベロップメント︓授業の内容及び⽅法の改善を図るための組
織的な活動）の一環として、本学では全教員を対象に『授業改善アンケート』を実施するも
のとします。
 授業に関する各種評価項目を『受講⽣観点』で回答いただくもので、教員はアンケートの
評価を活用し、以て、授業改善につなげていただきます。

次ページ以降、質問毎の集計内容をレポートいたします。

※ アンケート実施教員が自由に質問内容を設定できる『オプション質問』については、
  実施教員により質問趣旨が異なり（授業理解関連／受講環境関連／学びと未来像など）、
  集計値の単純⽐較が合理的ではないため、集計対象から除外しております。

アンケートについて

《 実施概要 》
教員各々が開講されている科目のうち、任意な科目をアンケート
対象として選定いただき、授業に関する各種評価項目を受講⽣
に回答いただきます。
専用ウェブサイトから無記名で回答いただきます。

アンケート実施⽅法︓

アンケート実施授業 担当教員所属 アンケート
実施授業数

回答学⽣
のべ数

⽣涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 25 1,020
⽣涯スポーツ学部 健康福祉学科 9 196
教育文化学部 教育学科 31 716
教育文化学部 芸術学科 10 64
教育文化学部 ⼼理カウンセリング学科 4 115
短期大学部 ライフデザイン学科 2 5
短期大学部 こども学科 22 386
非常勤 大学開講分 45 888
非常勤 短大開講分 6 46

154 3,436合計
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【質問】この授業を履修した動機を強い順に３つ選択してください

2339

2221

1886

2272

2538

2100

1999

680

728

763

707

530

922

1007

180

227

430

195

132

191

194

101

129

201

135

84

116

132

136

131

156

127

152

107

104

はい まあまあ どちらとも
あまり いいえ

【質問】下記について５択で回答してください

(ａ) この授業の内容を理解できた

(ｂ) 考え⽅,能⼒,知識,技術等は向上した

(ｃ) 教員に熱意が感じられた

(ｄ) 教え⽅(教授法)が解りやすかった

(ｅ) 教員とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが取れ講義理解できた

(ｆ) 教材や提⽰資料など解りやすかった

(ｇ) 総合的にこの授業は良い授業だと思う

本学全体

811

534

533

332

256

314

395

352

983

634

253

618

807

158290229

167

231
141

117

75

44

47

128
3,061

3,176

3,436第1動機

第2動機

第3動機

授業への関⼼
シラバスを読んで
教員に魅⼒
自分に関係が深い
幅広い教養の取得
必修だから
単位が取り易そう
その他

本学全体
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（４）後学期 大学院 授業評価アンケート

12 5 1 0

14 4 0 0

16 2 0 0

設問Ⅱ 今学期の講義・演習の内容や方法は、本専攻として充実していたと感じましたか。

設問Ⅲ 今学期の授業科目は、本専攻についての専門性や幅広い知⾒を得られるものでしたか。

設問Ⅰ 今学期の修士課程を通して、講義・演習へ積極的に取り組めましたか。

■全研究科 回答総計

とても積極的に
取り組めた

  取り組めた あまり
取り組めなかった

全く積極的に
取り組めなかった

とても
充実していた

充実していた あまり
充実していなかった

全く
充実していなかった

とても
得られた

得られた あまり
得られなかった

全く
得られなかった

研究科
１年次

回収／在籍
２年次

回収／在籍

■アンケート対象者数 ※ 在籍者数は令和7年12⽉1⽇時点
３年次

回収／在籍
臨床⼼理学研究科  臨床⼼理学専攻 2 ／ 3 3 ／ 3 －
生涯学習学研究科  生涯学習学専攻 3 ／ 5 1 ／ 5 －
生涯ｽﾎﾟｰﾂ学研究科  生涯ｽﾎﾟｰﾂ学専攻 修士課程 2 ／ 5 2 ／ 9 －
生涯ｽﾎﾟｰﾂ学研究科  生涯ｽﾎﾟｰﾂ学専攻 博士後期課程 1 ／ 1 1 ／ 3 3 ／ 7

以下、回収アンケート 18 枚 を基に集計します。
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４．学⽣ FD 
 

学生 FD スタッフ「ambient（アンビエント）」は学生視点ならではの観点で FD 活動を実

施しており、学生教職員での意⾒交換イベントなど学内外問わず不定期に活動を⾏っており

ます。学生 FD スタッフの在籍者数は少ない状況ではありますが、教職員／在校生などの協

⼒を賜り活動を進めております。 

 

FD ネットワーク “つばさ” 学⽣主体型授業「合同成果発表コンテスト」参加 

本学が加盟している FD ネットワーク “つばさ” が主催するイベント 学生主体型授業「合

同成果発表コンテスト」に本学学生がプレゼンテータとして参加しました。 

当コンテストは、つばさ所属校の学生がアクティブラーニング等の授業で学んだ様々なこ

とをチーム形式で発表しあうもので、学生個⼈が⾃身の成果や達成を喜び、今後の学業や⼤
学生活の充実に向けて目標設定を⾏うことを目指し実施するものです。また、教職員におけ

る⼤学教育の質の向上や教育改善の推進も目的としております。 

 

本学芸術学科「アートラボ」の２名が江別警察から依頼された「詐欺注意喚起動画」製作

終始についてプレゼンテーションを⾏い、3 位⼊賞という素晴らしい成績を収めました。 
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５．FD 支援委員会 
 

FD 支援委員会 構成員 

委員⻑︓ 二宮 孝⾏ （教育文化学部 教育学科） 

副委員⻑︓ 田村 友一 （FD 支援オフィス） 

委員︓ ⽴田 祐子 （生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科） 
 川森 功偉 （生涯スポーツ学部 健康福祉学科） 

 望月 昇平 （教育文化学部 教育学科） 

 小野 智海 （教育文化学部 芸術学科） 
 風間 雅江 （教育文化学部 ⼼理カウンセリング学科） 

 浅野 勇 （短期⼤学部） 

事務局︓ 高田 尚樹 （FD 支援オフィス） 

 田中 伶 （FD 支援オフィス） 
 

第１回 FD 支援委員会 令和７年４月１日（月）開催 《出席:８ 委任:０ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）顔合わせ 

（２）FD 規程について資料共有 

（３）令和６年度 FD 活動報告書について資料共有 

２．審議事項 

（１）令和７年度 FD 活動予定表 について 

（２）令和７年度 第１回 FD/SD 研修会「初任者研修会」開催 について 

 

第２回 FD 支援委員会 令和７年４月 22 日（火）開催 《出席:６ 委任:１ 欠席:１》 

１．報告・連絡事項 

（１）令和６年度事業報告 

（２）令和６年度予算措置額対執⾏実績報告 

（３）第 1 回 FD/SD 研修会「初任者研修会」開催連絡 

（４）北海道 FD･SD 協議会 総会 開催連絡 
２．審議事項 

（１）授業コンサルテーションの開催について 
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（２）授業改善アンケートの検討事項について 

 
第３回 FD 支援委員会 令和７年５月 27 日（火）開催 《出席:６ 委任:２ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）第 1 回 FD/SD 研修会「初任者研修会」 開催報告 

（２）令和 6 年度 FD 活動報告書(Web 版) 本学 HP 公開報告 

（３）授業コンサルテーション 経過報告 

（４）北海道 FD･SD 協議会 総会 開催報告 

（５）つばさ FD 協議会 開催連絡 

 

第４回 FD 支援委員会 令和７年７月１日（火）開催 《出席:６ 委任:２ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 
（１）第 1 回 FD/SD 研修会「初任者研修会」 個別対応について 

（２）つばさ FD 協議会 参加報告 

（３）北海道 FDSD フォーラム 2025 開催案内 

（４）授業改善アンケート経過報告 

 

第５回 FD 支援委員会 令和７年７月 22 日（火）開催 《出席:７ 委任:０ 欠席:１》 

１．報告・連絡事項 

（１）FD ネットワークつばさ 「FD ワークショップ」について 

２．審議事項 

（１）授業コンサルテーション（後学期）実施について 
（２）第２回 FD/SD 研修会の題材/実施時期について 

（３）学生 FD 活動の題材/実施時期について 

（４）授業アンケート全科目実施について 

 

第６回 FD 支援委員会 令和７年９月 16 日（火）開催 《出席:６ 委任:２ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）北海道 FDSD フォーラム 2025 参加報告 

（２）第２回 FD/SD 研修会 開催報告 

（３）授業改善アンケート（⼤学・短⼤） 前学期 開催報告 

（４）授業評価アンケート（⼤学院） 前学期 開催報告 
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（５）授業コンサルテーション（後学期）実施について 

２．審議事項 
（１）令和８年度事業計画／予算要求について 

（２）授業改善アンケート（⼤学・短⼤） 後学期 実施について 

（３）授業評価アンケート（⼤学院） 後学期 実施について 

（４）第 3 回 FD/SD 研修会の題材/実施時期について 

（５）学生 FD 活動の題材/実施時期について 

（６）授業アンケート全科目実施について 

 

第７回 FD 支援委員会 令和７年 10 月 28 日（火）開催 《出席:５ 委任:３ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）後学期 授業コンサルテーション募集状況について 
（２）令和７年度予算執⾏実績（９月末）の提出について  

（３）令和７年度ＦＤ活動報告書の作成着手について 

２．審議事項 

（１）第３回 FD/SD 研修会の題材/実施時期について 

 

第８回 FD 支援委員会 令和７年 11 月 25 日（火）開催 《出席:６ 委任:２ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）授業改善アンケート（後学期）の案内資料について 

（２）新教務システムの導⼊について 

２．審議事項 
（１）全科目アンケートについて 

 

第９回 FD 支援委員会 令和７年 12 月 16 日（火）開催 《出席:７ 委任:０ 欠席:１》 

１．報告・連絡事項 

（１）つばさ 学生主体型授業「合同成果発表コンテスト」について 

（２）FD/SD 研修会の追加開催について 

 

第 10 回 FD 支援委員会 令和８年１月 27 日（火）開催 《出席:7 委任:１ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）⼤学コンソーシアム京都 FD・SD フォーラム の参加意向について 
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（２）つばさ 研究年報原稿作成依頼について 

（３）FD/SD 研修会「障害学生支援に関する説明会」の開催について 
（４）新教務システム GAKUEN「UNIPA(ユニパ)説明会」の開催について 

 

第 11 回 FD 支援委員会 令和８年 2 月 24 日（火）開催 《出席:６ 委任:２ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）後学期 ⼤学院 授業評価アンケート報告 

（２）後学期 ⼤学/短⼤ 授業改善アンケート報告 

（３）つばさ 学生主体型授業「合同成果発表コンテスト」報告 

（４）第３回 FD/SD 研修会 経過について 

（５）第４回 FD/SD 研修会 経過について 

 
第 12 回 FD 支援委員会 令和８年 3 月 24 日（火）開催 《出席:８ 委任:０ 欠席:０》 

１．報告・連絡事項 

（１）⼤学コンソーシアム京都 FD・SD フォーラム の参加報告 

（２）第３回 FD/SD 研修会「障害学生支援に関する説明会」 開催報告 

（３）第４回 FD/SD 研修会「UNIPA(ユニパ)説明会」 開催報告 

（４）令和７年度 FD 活動報告書 について 

（５）FD ネットワークつばさ 研究年報 2025 発刊について 
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